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研究成果の概要（和文）：　本研究は、最新の文学理論であるTrauma StudiesおよびGhost Studiesの知見を参
照し、ジェイムズ・ジョイスの初期２作品『ダブリナーズ』と『若き日の芸術家の肖像』における亡霊表象を分
析した。
　上述の研究課題名にあるように、20世紀初頭のアイルランドは「悪夢」という名の歴史に取り憑かれていた。
本研究が明らかにしたのは、ジョイスが亡霊的な人物―「姉妹たち」のフリン神父や『肖像』のウルフ・トーン
―を登場させることで、それぞれの主人公がいかにして、アイルランドを支配する政治的且つ宗教的権威（とそ
のイデオロギー）がもたらしたトラウマ的経験を乗り越えようとしているかを描いたことである。

研究成果の概要（英文）：  In this research, while paying attention to the two latest literary 
theories, Trauma and Ghost Studies, I interpreted the representations of ghosts in James Joyce's 
early two major works; "Dubliners" and "A Portrait of the Artist as a Young Man."
  As is shown in my research title, the history as nightmare haunted colonial Ireland in the early 
20th century. By this research it was revealed that Joyce uses the ghostly figures such as Father 
Flynn in “The Sisters” and Wolfe Tone in "Portrait," in order to depict how each protagonist, 
including Stephen Dedalus who is suffering from the vision of the hell provided by Father Arnall's 
sermon, is trying to work through his own traumatic experience caused by the political and religious
 authorities and their haunting ideologies.     

研究分野：英文学（アイルランド文学）

キーワード： ジェイムズ・ジョイス　James Joyce　アイルランド　憑在論　イデオロギー　トラウマ　モダニズム　
ジャック・デリダ
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１．研究開始当初の背景 

ジェイムズ・ジョイスの作品群はモダニズ
ム文学の最高峰と位置づけられ、「文学理論」
の隆盛期にあっては、構造主義、ナラトロジ
ー、フェミニズムなどを応用した、「理論の
実験場」とも言うべき事態が展開された。
1990 年以後はポストコロニアリズムの趨勢
の中で、ジョイスの故郷である「アイルラン
ド＝大英帝国の植民地」という歴史的観点か
ら読み直す研究がアイルランドを中心に 

Seamus Deane や Declan Kiberd、Emer 

Nolan らによって行われた。しかし、2000 年
代に入ると文学理論の流行の衰退と相まっ
て、ジョイス研究においては、植民地の問題
を引き継ぎつつ、種々のコンテクストを再解
釈する（新）歴史主義的な研究に移行してい
るというのが 今日のジョイス研究の状況で
あ る (Andrew Gibson, Len Platt, Anne 

Fogarty など)。 

 本研究は、ジョイスの『肖像』と『ユリシ
ーズ』における亡霊表象が、個人のトラウマ
的体験だけでなく、植民地アイルランドの経
験した歴史的トラウマと相互に関わりあう
ことを、２年間の研究で明らかにすることを
目指した。そこで前提となるのは、亡霊表象
の分析を軸に据えた作品の個別的研究、およ
び亡霊表象を読解する際の理論的枠組みを
更新することである。理論的枠組みに関して
は、90 年代以後隆盛を誇ったポストコロニ
アル研究とトラウマ・スタディーズの成果を
継承しつつ、ここにジャック・デリダの「憑
在論(hauntology)」に始まるゴースト・スタ
ディーズの知見を付け加えたい。歴史につい
て考える際、死者は生きているでも死んで 

いるでもないという特殊な形で生者に取り
憑いているというデリダの知見は、ジョイス
研究だけでなく文学研究全体を見渡しても、
未だ充分に展開されていない新しい理論的
研究領域である。 

 本研究の独創性は、ジョイス作品における
亡霊の表象研究（理論的読解）を植民地アイ
ルランドの歴史研究（歴史的読解）に接続す
ることにある。ジョイスの歴史認識のあり方
が、近代主義的あるいはキリスト教終末論的
「進歩主義」に根ざしておらず、あり得たは
ずの歴史、すなわち「可能態」（アリストテ
レス）としての歴史であった、ということは
これまで Hugh Kenner や Declan Kiberd な
どによって指摘されてきた。しかし、先行研
究で十全に分析されていないのは、あり得た
はずの仮想的自己や歴史とは、亡霊というジ
ョイス作品に頻出するモチーフにこそ接続
されるべきだという点である。なぜなら、亡
霊が亡霊たり得るのは、彼らが皆安らかな死
を得られずに、生者に「事後的な」解釈を求
めるからであり、亡霊の出現とは、私（たち）
はなぜ非業の死を遂げたのか、それについて
考えよ、という倫理的要請だといえる。また、
アイルランドから自発的亡命を遂げつつも、
生涯記憶の中で故郷ダブリンに想いを馳せ

続けたジョイスにとって、ダブリンそれ自体
が亡霊であった。さらに、ホメロスから聖書、
ダンテ、シェイクスピア、そして同時代の文
芸復興運動（W・B・イェイツ、グレゴリー
夫人、J・M・シング）に至る過去の文学的
達成を批判的かつ発展的に「遺産相続」しよ
うとしたジョイスにとって、先行するテクス
トは亡霊であったということが指摘できる。
デリダの「憑在論」は、Harold Bloom の言
う「影響の不安」におけるエディプス的 1 対 

1 の「父子関係」から、先行作家を亡霊たち
とすることによって、複数の亡霊に取り憑か
れた後続の作家が、いかに過去を遺産相続す
るかという問題系に発展しうる。以上のこと
から、本研究は、文学研究全般に通底する亡
霊表象の学術的探求においても新しい視座
を提供することになるだろう。また、アイル
ランドだけでなく旧植民地国家のすべてが
いかに歴史（的トラウマ）と対峙するかとい
う極めて大きな問題に接続される可能性を
本研究は秘めている。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ジェイムズ・ジョイスの
初期作品『ダブリナーズ』と『若き日の芸術
家の肖像』の２作品における亡霊表象を精査
することによって、両作品に登場する様々な
亡霊（的登場人物）が、いかにアイルランド
の歴史を表象するかという、ジョイス作品全
体を貫く問題系に繋がっていることを明ら
かにする。ジョイス研究において、主に 60 

年代以後の趨勢であった文学理論を応用し
た理論的読解と、近年アイルランド、及び英
国を中心に盛んに行われている歴史主義的
読解を組み合わせることによって、未だ先行
研究の少ない文学理論と歴史研究の両輪を
駆使した研究領域を開拓することを目的と
する。未だに根強い「芸術至上主義者≒モダ
ニスト的」ジョイスというイメージを刷新し、
亡霊の表象によって故国の歴史的トラウマ
と対峙する「政治的」ジョイスを析出する。 

 

 

３．研究の方法 

（１）19 世紀末から 20 世紀初頭のアイル
ランドの歴史を再検討する。アイルランド史
に関する書籍だけでなく、新聞や雑誌もその
対象とする（Irish Times、Freeman’s Journal、
Irish Homestead 、 Daily Express 、 The 
Leader、Punch、Egoist、Little Review な
ど）。 これらは、インターネット上のアーカ
イヴあるいは早稲田大学、一橋大学のマイク
ロ・フィルムで閲覧可能であるが、現在利用
できる数は限定的であるため、アイルランド
の国立図書館に赴いて、資料を横断的に分析
する必要がある。 
（２）さらなる理論的枠組みとしてジャッ
ク・デリダの「憑在論」に端を発した「ゴー
スト・スタディーズ」を再検証することで、



亡霊表象の分析における理論的枠組みを強
化する。存在を確たる固定的なものではなく、
亡霊の如き生死を揺れ動く「取り憑き」とし 
て再解釈したデリダの憑在論は、Ghosts: 
Deconstruction, Psychoanalysis, History 

(1999) や The Spectralities Reader (2013)

などのアンソロジー、あるいは Colin Davis 

の Haunted Subjects (2007)によって目下研
究が盛んに行われている「最新の」文学理論
である。これらの研究を踏まえたジョイス研
究は、雑誌論文で数本発表されているのみで
あるため、できるだけ早く英語論文として世
界に発信することの意義を感じている。 
 
 
４．研究成果 
平成 28年度はジェイムズ・ジョイスの『若

き日の芸術家の肖像』の亡霊表象の２つを検
討し、いずれも口頭発表と論文化を行った。 
第一に、『肖像』第３章で描かれる「地獄

の説教」は、作者及び主人公のスティーヴ
ン・デダラスにとって「トラウマ的経験」で
あり、その影響は亡霊のように彼に取り憑い
ていたわけであるが、作者は説教に心底怯え
る主人公を描くその一方で、神父の説教にい
くつかの「間違い」（誤った引用）を含ませ
ることで、説教の正統性、延いてはカトリッ
ク教会の正統性を密かに切り崩しているこ
と、さらには主人公の芸術信条である〈我仕
えず〉が説教から「奪用／我有化」されてい
ることが明らかになった。この際に扱った 17
世紀イタリアの G・P・ピナモンティの著作、
『キリスト教徒に開かれた地獄』(1688)につ
いては、原点および英訳を当たることで先行
研究が指摘していなかった点を発見できた
と自負している。 
第二に、『肖像』において、アイルランド

独立運動の起源と見なされるウルフ・トーン
の亡霊的表象を分析した。1798年の「ユナイ
テッド・アイリッシュメンの反乱」の指導者
の１人であったトーンは、作者自身が「近代
（政治）運動の英雄」と見なしているにも拘
わらず、『肖像』では第５章に３度その名前
が言及されるのみである。しかし、まだ６歳
半と幼いスティーヴン少年の空想に出てく
る「ボウデンズタウン」という地名は、トー
ンが埋葬されている場所である。作者はトー
ンの名前を隠したまま、ここで主人公がナシ
ョナリストの歴史に出会う瞬間のひとつ、言
うなれば歴史というイデオロギーから「呼び
かけられる」を密かに書き込んでおり、トー
ンについて知ることは主人公にとってアイ
ルランドの「悪夢としての歴史」に目覚める
瞬間であることが明らかになった。 

 
平成 29 年度はジョイスの実質的なデビュ

ー作である短篇「姉妹たち」（のちに短篇集
『ダブリナーズ』の巻頭を飾る）に登場する
フリン神父が、改稿を通じてより亡霊的な存
在に変化していることを明らかにした。ベル

クソンとフロイトを発展的に継承したジャ
ン・リュック・ジリボンの「不気味な笑い」
という概念を応用し、主人公の夢に取り憑く
神父の「灰色の顔」や、少年を不安な気持ち
にさせた神父の微笑みをナラトロジー的に
読み解くことで、作者がカトリシズムという
名の“haunting ideology”とどのように対峙
していたのかを炙り出した。 
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